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外
務
省
の
海
外
在
留
邦
人
数
調
査
統
計

（
平
成
一
九
年
速
報
版
）
に
よ
る
と
、
平

成
一
八
年
一
〇
月
現
在
、
東
南
ア
ジ
ア
に

は
約
一
〇
万
五
五
〇
〇
人
の
日
本
人
が
在

住
し
て
い
る
。
主
流
を
占
め
て
い
る
の
は

企
業
人
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
人

と
い
え
ば
熱
さ
の
な
か
で
奮
闘
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
の
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
。
し
か
し
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
は
、
明
治
初
期
か
ら
、

様
々
な
日
本
人
が
在
留
し
て
い
た
。
こ
こ

で
は
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
人
の
様
々
な
姿

を
描
く
著
作
を
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
、
歴
史
を
た
ど
る
文
献
を
あ
げ
て

み
よ
う
。
矢
野
暢
著
『「
南
進
」
の
系
譜
』

（
中
公
新
書　

一
九
七
五
年
）
は
、
明
治

初
期
の
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
や
行
商
人
か

ら
戦
後
の
企
業
人
ま
で
、
時
代
を
追
っ
て

東
南
ア
ジ
ア
に
渡
っ
た
日
本
人
の
変
遷
を

考
察
し
て
い
る
。
原
不
二
夫
著
『
英
領
マ

ラ
ヤ
の
日
本
人
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

一
九
八
六
年
）
と
、
同
『
忘
れ
ら
れ
た
南

洋
移
民―

マ
ラ
ヤ
渡
航
日
本
人
農
民
の

軌
跡
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

一
九
八
七
年
）
は
、
そ
れ
ま
で
見
落
と
さ

れ
て
い
た
農
業
移
民
の
存
在
を
日
本
の
英

領
マ
ラ
ヤ
移
民
史
の
中
に
明
確
に
位
置
づ

け
た
研
究
論
文
で
あ
る
。西
岡
香
織
著『
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本
人
社
会
史―

「
日

本
人
学
校
」
の
軌
跡
』（
芙
蓉
書
房
出
版

一
九
九
七
年
）は
、明
治
時
代
か
ら
マ
レ
ー

シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
独
立
に
至
る
ま

で
の
日
本
人
社
会
の
歴
史
を
描
く
。
戦
中
、

戦
後
、
各
日
本
人
収
容
所
に
学
校
を
作
っ

て
き
た
日
本
人
社
会
の
た
く
ま
し
さ
の
象

徴
と
し
て
「
日
本
人
学
校
」
が
副
題
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
写

真
を
主
体
と
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
『
戦
前

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本
人
社
会―

写
真

と
記
録
』（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
会　

一
九
九
八
年
）
を
め
く
っ
て
み
れ
ば
、
往

時
の
日
本
人
社
会
の
様
子
が
鮮
明
に
伝

わ
っ
て
く
る
。日
本
サ
ラ
ワ
ク
協
会
編『
サ

ラ
ワ
ク
と
日
本
人―

マ
レ
ー
シ
ア･

サ

ラ
ワ
ク
州
と
日
本
人
の
交
流
史
』（
せ
ら

び
書
房　

一
九
九
八
年
）
は
移
民
者
の
証

言
に
よ
っ
て
サ
ラ
ワ
ク
の
在
留
邦
人
の
歴

史
を
た
ど
る
も
の
で
あ
る
。
同
様
の
図
書

で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
す
る
も
の
に

『
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
閑
話―

蘭
印
時
代
邦
人
の

足
跡
』（
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
友
の
会　

一
九
八
八
年
）、『
写
真
で
綴
る
蘭
印
生
活

半
世
紀―

戦
前
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日

本
人
社
会
』（
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
友
の
会　

一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。

　

次
に
個
々
の
日
本
人
を
描
く
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
品
を
紹
介
し
た
い
。

　

松
本
逸
也
著
『
シ
ャ
ム
の
日
本
人
写
真

師
』（
め
こ
ん　

一
九
九
二
年
）
は
、
タ

イ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
古
い
写
真
の
な

か
に
磯
長
海
洲
の
署
名
が
あ
る
写
真
を
発

見
し
た
の
が
発
端
と
な
っ
て
、
明
治
時
代

に
タ
イ
で
写
真
館
を
営
ん
で
い
た
二
人
の

日
本
人
写
真
師
（
磯
長
と
田
中
盛
之
介
）

の
足
跡
を
追
跡
し
た
も
の
で
、
彼
ら
の
遺

族
と
、
田
中
の
写
真
館
の
後
継
者
で
あ
り
、

バ
ン
コ
ク
永
住
者
の
長
老
で
あ
る
長
谷
部

秀
氏
の
証
言
を
得
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

戦
中
、
戦
後
期
の
東
南
ア
ジ
ア
在
住
日

本
人
を
描
く
著
作
に
は
胸
を
打
つ
も
の
が

多
い
。
瀬
戸
正
夫
著
『
父
と
日
本
に
す
て

ら
れ
て―

瀬
戸
正
夫
の
人
生
を
通
し
た

東
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
』（
か
の
う
書
房　

一
九
九
五
年
）
は
、
日
本
人
の
父
と
タ
イ

人
の
母
と
の
間
に
生
ま
れ
、
波
乱
に
満
ち

た
人
生
を
歩
ん
だ
著
者
の
自
伝
で
あ
る
。

副
題
の
と
お
り
、
こ
こ
に
は
著
者
の
目
か

ら
見
た
戦
中
、
戦
後
の
在
タ
イ
日
本
人
の

姿
が
客
観
的
な
情
勢
の
記
述
と
と
も
に
克

明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
通
っ
て
い
た
磐
谷

日
本
国
民
学
校
の
様
子
が
詳
し
く
描
か
れ

て
い
る
の
も
貴
重
で
あ
る
。
三
留
理
男
著

『
望
郷―

皇
軍
兵
い
ま
だ
帰
還
せ
ず
』（
東

京
書
籍　

一
九
八
八
年
）
は
、
戦
後
も
帰

国
せ
ず
に
タ
イ
に
永
住
し
た
元
日
本
兵
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
残
留
孤
児
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
独
立
軍
に
加
わ
り
そ
の
ま
ま
永
住
し
た

元
日
本
兵
、
及
び
日
本
兵
と
し
て
戦
地
に

赴
い
た
台
湾
人
元
兵
士
の
戦
中
戦
後
の
足

跡
を
取
材
し
た
も
の
。
永
住
残
留
兵
は
現

地
で
家
庭
を
築
き
、
現
地
に
埋
も
れ
る
か

の
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
生
き
て
い
る
人
が
多

い
。
写
真
家
で
あ
る
著
者
に
よ
っ
て
写
さ

れ
た
顔
に
は
苦
労
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
戦
後
、
捕
虜
と
な
っ
て

強
制
送
還
や
死
刑
に
さ
れ
た
日
本
兵
の
血

を
ひ
く
日
系
孤
児
が
、
日
本
軍
へ
の
反
感

に
も
と
ず
く
迫
害
に
耐
え
て
き
た
半
生
を

語
っ
て
い
る
。
鴨
野
守
著
『
バ
ギ
オ
の
虹

―

シ
ス
タ
ー
海
野
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系

人
の
一
〇
〇
年
』（
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　

二
〇
〇
三
年
）
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日

系
孤
児
た
ち
の
半
生
と
、
彼
ら
を
物
心
両

面
で
支
え
た
シ
ス
タ
ー
海
野
の
活
動
を
記

し
て
い
る
。
シ
ス
タ
ー
海
野
は
日
本
兵
捕

虜
の
遺
骨
を
掘
り
起
こ
し
、
荼
毘
に
ふ
す

活
動
に
も
献
身
的
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。

矢
野
成
典
著
『
三
井
物
産
ジ
ャ
カ
ル
タ
支

店
』（
講
談
社　

一
九
八
二
年
）
は
、
昭

和
一
八
年
に
三
井
物
産
の
南
方
派
遣
員
に

志
願
し
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
赴
任
し
、
現
地

で
終
戦
を
迎
え
た
著
者
の
回
想
録
で
あ
る
。

企
業
も
ま
た
軍
政
に
奉
仕
し
た
時
代
の
駐

在
者
の
体
験
が
つ
ぶ
さ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

羽
田
令
子
著
『
女
ス
パ
イ
、
戦
時
下
の
タ

イ
へ
』（
社
会
評
論
社　

二
〇
〇
三
年
）は
、

昭
和
一
九
年
に
バ
ン
コ
ク
に
赴
任
す
る
商

社
マ
ン
の
夫
と
と
も
に
タ
イ
に
渡
る
際
に

軍
部
の
命
を
受
け
て
諜
報
活
動
に
あ
た
っ

た
女
性
の
話
で
あ
る
。
巷
に
潜
入
し
て
抗

日
運
動
の
動
き
を
探
っ
た
日
々
に
見
聞
し

た
事
柄
を
、
戦
後
も
タ
イ
に
永
住
す
る
本

人
に
取
材
し
て
い
る
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
人
は
駐
在
者
と
永

住
者
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
著

作
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
永
住
者
に
は
実

に
様
々
な
背
景
を
背
負
っ
て
い
る
人
々
が

多
い
。
そ
の
存
在
に
焦
点
を
あ
て
た
著
作

に
赤
木
攻
著『
タ
イ
の
永
住
日
本
人
』（
め

こ
ん　

一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
著
者
は

永
住
者
を
対
象
に
お
こ
な
っ
た
調
査
か
ら

永
住
の
理
由
、
駐
在
者
と
の
違
い
、
永
住

者
の
意
識
等
を
明
ら
か
に
し
、
永
住
者
を

現
地
社
会
と
の
草
の
根
交
流
に
寄
与
で
き

る
存
在
と
し
て
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

（
い
し
い　

み
ち
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
人

石
井
美
千
子


